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24年ぶりの個展とな
る今展では、作家のこれ
までの人生をたぐり寄せ
るような強い思いを感じ
つつ、作品制作の自由さ、
深さ、広がりを表現した
作品43点を展示します。
魅力ある作品の数々をお
楽しみください。
期間▼３月１日(日)～７日(土)
時間▼午前10時から午後６時(最終日は午後３

時)まで

第２回明道清玉書作展第２回明道清玉書作展

村 内 を 中 心 に 活
動 す る ５ つ の 写 真
愛好家グループ（全
39人）で構成される

「東 海 村 写 真 連 盟」
による写真展です。
テーマやジャンルに
こだわらず、独自の
視点で捉えた作品の
ほか、昨年９月に国
営ひたち海浜公園で実施した「コキアライトアッ
プ撮影研修会」の作品を展示します。
期間▼２月15日(日) ～ 21日(土)
時間▼午前10時から午後５時(最終日は午後３

時)まで

東海村写真連盟 写真展’26東海村写真連盟 写真展’26

川又南岳さん（書
家）に師事した、茨
城大学書道部の卒業
生 に よ る 書 道 展 で
す。出品者はそれぞ
れ、古典の臨書を基本とし、独自性を取り入れた
創作を行っています。力強い大作やデザイン性の
ある個性豊かな作品など、川又さんの賛助出品作
を含む約40点を展示します。
期間▼３月８日(日)～14日(土)
時間▼午前10時から午後７時(最終日は午後２時

30分)まで
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